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福井の伝統野菜である「河内赤かぶら」。しかし、収穫する際に葉は廃棄され
ている状況にある。かぶ葉には「葉酸」も含まれていることから、「福井と協
働”mottainaiプロジェクト”」において、共立女子短期大学生活科学科食・健康
コースの2年生と共に、河内赤かぶら葉の活用法について検討した。

2020年度 共立女子大学・短期大学 地域連携プロジェクト

福井と協働「mottainai」プロジェクト

考察

•かぶ葉に対する意識が変わり、かぶ葉を廃棄せずに調理して摂食するという行動
変容につながった

•食品の廃棄に対する意識が向上し、他の食材の廃棄部の活用法について興味を
持って研究した

•取り組みに関する発表を聞いた学生が、印象に残った発表と回答した

本プロジェクトは、福井市の皆様、河内赤かぶら生産者の皆様にご協力いただけたことによって実施することができ
ました。厚く御礼申し上げます。
本プロジェクト資金および学内のご関係の皆様に多大なるご助力を賜りました。心よりお礼申し上げます。

目的

方法および結果

• 河内赤かぶらの葉は、そのまま使うことはもちろん、乾燥させて粉末にしたり、
漬物にしたり、アレンジがしやすい食材である

• 全て家庭の調理器具で調理可能であり、特別な食材や調味料は使用せずとも
様々なアレンジが可能であることから、家庭でも簡単に作ることが可能である

本プロジェクトの学生への影響


